
ONCC10 期 ぶらっと散策 3 第１２回探訪 

川西満願寺から多田神社 

 

探訪日：２０２２年１２月１５日(木)、時間：集合９時５０分～解散１4 時 3０分 

天    候：晴れ   参加者：受講生  30 名 ＣA３名 計 33 名    

ガイド：川西文化財ボランティアガイドの会 若干名（満願寺のみ） 

 

今回は、川西市の満願寺と多田神社の散策でした。JR 川西池田駅から満願寺まではバスで移動し、そこからは

ハイキングコースを歩いて多田神社へ行きました。ハイキングコースは参加していた受講生の杉本氏が良く承知

していることから、案内して頂きました。 

更に歩いて、解散は能勢電鉄多田駅でした。 

 

 (1) 満願寺 

奈良時代に創建。源満仲が帰依して以来、源氏一門の祈願所となり、また鎌倉時代には後醍醐天皇により

勅願所となった由緒ある寺院だそうです。 

山門には、神仏分離により多田院が多田神社となる際に同院の南大門にあった金剛力士立像が移されて安

置されていました。 

   
 

      
 

山門 観音堂 

金堂 金堂（内）

（naibu

部)） 

十一面観音菩薩像（観音堂） 

（ガイドさんご提供の写真です）

esu. 

）一面観音菩薩像 



     
 

 

(2) 多田神社 

970 年に多田院として創建され、明治になり神仏分離により多田神社となったとのことです。源満仲をは

じめ、頼光、頼信、頼義、義家の五公が祀られており、源家発祥の地と言われているようです。境内を社務

所の方に案内して頂きました。 

     
 

     
 

 

 

満願寺、多田神社ともにガイドさん等に説明していただきました。説明を聞くと印象が変わります。 

最初の移動はバスで、その後は下り勾配ではあったものの以外と長い距離を歩きました。最後、多田神社 

から能勢電鉄多田駅へ向かっている頃には風が冷たくなってきました。 

         皆様、ご苦労さまでした。 

                                           担当 ２班 

九重の石塔 （美女丸伝説） 

）一面観音菩薩

像 

招霊木 
（おがたまのき） 

）一面観音菩薩像 

三廟 源家の七塔 

南大門 随神門

金堂 

御本殿 

拝殿 

鬼首洗池 


